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武士から聞いた話
　『佛神
應錄』前集卷第七
二
「彌陀如來ノ
告ツゲ
ニ
由ヨツテ
亡マウ
女ニヨ
夢ム
中ニ
母ハヽ
ヲ
曉サトス
事
附タリ觀音ノ化身タルベキ事
」は、妙幢淨慧が三州赤坂、すなわち現愛知県豊川市赤坂町あ
たりに住む一人の武士から聞いた話である。不思議な話であって、淨慧は鈴木氏なる武士が語るままに丁寧に筆録している。要旨を記そう。
わたしには一人の娘がおりました。娘は生まれついて気高く、そのうえ尋常ではない美しさで、見る人は「皆
ミナ
タヾ美
ウツクシ
キ觀世音ナリトイヒアヘリ」
というほどで、わたしたち夫婦は寵愛しました。娘は幼 頃から信心深く、三宝を敬う心があって、朝夕は持仏堂へ入ってお勤めをしている様子でした。年にも似合 ぬことなので、妻に叱るよう言いつけました。すると妻は「ミレバ阿彌陀經觀音經ナドヨミテ果
ハテ
ハ念佛申
マウ
スナリ。誰
タレ
ガ
教ヲシヘ
タルトモミヱズ假
カ
名ナ
ノツキタルニテ我
ワレ
ト讀
ヨミ
ヲボべ侍
ハンベル
ニコソ。ナニト思
ヲモヒ
入イレ
タルヤラン。我
ワレ
モ訝
イブカシ
フ思
ヲモヒ
侍
ルナリ」と申しますし、白布の手ぬぐいを髪
にかぶって持仏堂に入る姿はまるで白衣観音のようで、叱るのも不憫ですし、悪いことでもないのでしばらくそのままにしておきました。しかしあまりに止めないの 、妻が「お えは何を目あてに 勤めを ているのだ。経を読み念仏など申すことは年とってからすることだ。幼いのにこのようなことをし ると『推敲モノ』だと笑われる。それに持仏堂に入 時に白い手拭をかぶ のは何 ためだ。見る人は不審に思うから止めなさい」と言う 、娘は「世
ヨ
ニ老
ラウ
少セウ
不フ
定ヂヤウ
トハナニヲ申
マフ
スコトニテ
候ヤ。
必
カナラズ
年トシ
ヨリ
侍ハンベル
マデ
生イキル
筈ハズ
トモミヘズ候ヘバ。御
ヲン
經キヤウ
ナドモ
讀ヨミ
タテマツ
リ
侍ハンベル
ナリ。又
女ヲンナ
ハ
業ゴフ
フカクテ
髮カミ
ノ
中ナカ
ニ
角ツノ
ゾ
生ハフル
ト
申マウシ
候ヘバ。
恥
ハヅカシク
悲カナシク
テセ
メテ佛ノ御
ヲン
前マエ
ニイヅル時
トキ
ナリトモカクシ申
マウ
サンガタメナリ」と答えると
涙ぐみます。これを聞いてわたしたち夫婦は、確かにその通りで哀れですらありますが、しかし幼い娘がそのような考えであるのは『コシヤクモノ』に感じ したので、わたしは「兔
ト
⻆カク
ヲソカラヌ事
コト
ナレバ先
マヅ
止ヤメ
ヨカ
シ」と命じました。すると娘は「爺
チヽ
サマニモ餘
アマリ
他ヒト
ノ事
コト
バカリ仰
ヲホセ
ラレズト
モ次
シ
第ダイ
ニ御
ヲン
年トシ
モ寄
ヨラ
セ玉ヘバ少
チト
御ゴ
菩ボ
提ダイ
ヲ御
ヲン
願ネガヒ
アレカシ」と、にこっと笑っ
て答えたので 。
　
これが話の冒頭 あるが、娘はなぜ「爺サマニモ云云」と、父を揶揄す
る返答をしたのだろうか。持仏堂に籠る理由を問うた父親に、あまりに大人びた返答をする娘を、父親は「コシヤクモノ」だと思ったのだが、淨慧が「コシヤクモノ」を「チイサクシテ長
ヲト
ナガマシキヲ云
イフ
」と割注している
ように、つまり父親はわが娘を「幼いのに大人のような振る舞いをする小生意気な娘だ」と思い苛立ったのである。娘は父の苛立ち 見透かしたうえで、さら 「爺サマニモ云云」と父を揶揄する返答をしたのである。世間体を気にして、娘の言動 理解しようとしない父親 対して、娘は一段上の視線から揶揄を含んだ発言 したのである。しかしそれはわが娘に化身した観音菩薩の勧化のことばであっ 。淨慧が鈴木氏の語る口説をそのまま筆録したこれ 娘と両親の一連の会話は臨場感に溢れている。淨慧は本話の終わりに「孝
ケウ
順ジユン
柔ニウ
和ワ
ニシカモ
巧ゲフ
說セツ
自在ナルコト。アニ
凡ボン
女ニヨ
ノ
類タグヒ
ナ
学苑
　
第九二九号
　
三二～五五（二〇一八・三）
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ランヤ」と記しているから、鈴木氏の娘を「觀音ノ化身」たるべき女人だと認めたのであり、父を揶揄した返答は観音菩薩が夫婦を諭し仏道に進ませるための勧化のことばであったと考えていたのである。　
鈴木氏の話は続く。ある時、娘が機を織り始めました。妻が理由を問うと、娘は「コレハ我
ワレ
念佛
申マウシ
々〳 〵
績ウミ
ヌル緖
ヲ
ナリ。今
イマ
又念佛申シ申シ機ヲ織
ヲリ
念佛
帷カタビ
子ラ
ニナシテ。
御兩人サマヘ。我
ワガ
カタミ
念ニ上
アゲ
ンタメナレバ
自
ミヅカラ
織ヲリ
侍ハンベル
ナリ」と、あたかも自
分の死期を悟っているような返答でした。そうするうちに娘は美しく成長し、信心も増すばかりで、娘がもしも尼になりたいと言い出したら困るので、しかるべきところに嫁がせました。娘は二十歳になった正月二日に出産 ましたが、しかし母子ともにあえなく死んでしまいました。わたしたち夫婦は嘆き悲しみ、魂も消えてしまいそうな心地でしばらく過ごしました。 か わたしは「我
ワガ
子コ
ナガラモ人ノ
言京
イフ
ゴトクニ。
正
マサシク
觀
世音ノ女身ト化
ケ
シキタラセ玉ヒ我
ワレ
々〳 〵
ガ世ノ間
ナカ
ニ貪
トン
著ヂヤク
シテ。無
ム
常ジヤウノ
事ヲモ
ウチ忘
ワスレ
居ヰ
タルヲ驚
キヤウ
覺カク
シテ。引
ヒキ
入イレ
玉ハントノ御
ゴ
方ハウ
便ベン
ナルベシ。今更
サラ
思ヲモヒ
アタ
ルコトトモヲホシ。 」と考え心を取り直し ひとえに仏道に入ることが本意であろうと妻を励まし、ねんごろに追善供養を営みました しか妻は落胆から抜け出せず、悲しみのあまりに阿弥陀如来に恨み言を言い、せめて夢でもいいから会わせてくれろと祈りま た。する その晩の夢に娘がむかしのままの麗しい姿で現れ 「彌陀如來ノ
ハヽ
ガイタク
嘆
ナゲイテ
ウラミ
訴
ウツタフル
ニモトノ
容スカタ
ニテ
暫シバラク
ユイテ
見マミヱ
來トノ玉ハスレバ。コレマデマイ
リタリ。我
ワレ
ハ
定ヂヤウ
業ゴフ
ニテ
終ヲハリ
タレバ
悔クヤミ
ヲボスベカラズ。
（中略）
カへスガへ
ス後
ノチ
ノ世ノ事ワスレサセ玉フベカラズ」と告げました。妻が「初孫の顔
が見られるのを喜んで待っていたのに、その甲斐もなく悲しすぎます」と泣いてすがると、娘は「ミナ
定
サダマリ
事ゴト
ニテ
侍
レバ。ヨク
朙アキラメ
サセ玉ヒテイタ
クナ泣
ナカ
セ玉ヒソ。ソノ子
コ
ハ地藏ボサツノ御
ヲン
ソバニ。ナニノ苦
ク
モナク居
ヰ
侍
ルナリ」と申します。妻が「どうか一目だけでも ほしい」と訴えると、 「サヲボサバ朙
ア
日ス
ノ夜
ヨ
伴ツレ
來キタリ
侍ハンベリ
ナン」と言って立ち去りました。
次の日の夜、子を抱いた娘が夢に現れ、孫が「今着ている着物は丈が長
いので、ちょうどいい大きさの着物が欲しい」と言い、娘は「地蔵菩薩にお供えすればこちらに届きますのでよろしく」と言い、さらに阿弥陀如来、観世音菩薩、地蔵尊を信仰することを勧めるのです。わたしたち夫婦は孫の願いに従い、孫相応の着物を用意して仏壇の地蔵尊前に供えたところ、その夜、娘と孫が妻の夢に現れ、孫は「ばばさまが着るものをくださったので、もう苦しいことも何もありません。今から後はもう現れるこ はないでしょう」 言いました。たしかに孫は妻の夢に二度と現れませんでし が、娘は折々に夢に出て妻を慰めてくれま た。わたしたち夫婦は娘の言葉に従い 三宝を敬い、熱心に読経念仏するようになりました。
　
以上が淨慧が三州赤坂の武士から聞 た不思議話であるが、淨慧はその
筆録の末尾に、 「思
フニコレ觀音ノカリニ女身ヲ
現ゲン
シテ。
シユク
福
㴱ジン
厚カウ
ノ人ノ子
トナリ玉ヒツヽ。機
キ
ニシタガツテ
導
ミチビキ
玉フナラン。 」と結論的に記している。
　
武士の娘は誰に教えられたわけでもなく阿弥陀経 観音経を読み、念仏
を唱えたという。たしかに観音の化身に相違ないが、しかし仏教説話集にはしばしば見られる話型であって、たとえばすぐに思い当たるのは江戸時代後期に活躍した浄土宗僧の徳本行者である。徳本
（一七五八─一八一八）
については福田行誡編『徳本行者伝』
（一八六七刊）
があって、中に武士の
娘と同様の話柄がある。同書
（宮島コレクション蔵本）
によって徳本の生涯
を簡単 紹介しておこう。
宝暦八年
（一七五八）
、徳本は現在の和歌山県日高郡に生まれ、二歳にし
て「さし出る月の玲瓏たるを見給ひ、初めて南無阿弥陀仏とぞ称せられたる」という。九歳のとき両親に出家を乞うが許されなかった。しか自己流の修行を続け、父亡き後、母の赦しを得て二十七歳で得度出家した。その後約二十年を苦行錬行の日々 過ごし、生きるに最低限の食事と夜明け前から渓水垢離、一日五千から一万の五体投地を日課とし 。全身は皹皸に覆われて松皮のようになり、礼拝のたびごと 鮮血がほとばしった。その仏道に徹底 た姿は紀州内外の噂となり 四十三歳にて紀州徳川家の信心を得、遂には名は江戸にとどろき、徳川家菩提寺の
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芝増上寺貫主典海から江戸入府を請われた。晩年は一ツ橋治斉の働きかけにより小石川一行院を与えられ、ここを拠点に各地を行脚して膨大な人々の教化を成し遂げた。徳本が赴いた先は日光・上越・金沢・伊豆・紀州・明石など全国津々浦々にのぼる。各地で徳本の法話を聞き、徳本の六字名号札を得るため、数えきれない参詣者が押しかけた。文化十五年
（一八一八）
、一行院において六十一歳で沒した。徳本信仰はその入滅
前後にピークを迎え、入滅後も一行院には参詣者が絶えず、名号札が配られ続けた。名号札は各地に持ち帰られ、石に刻ま て、徳本名号石として現在も各地に残る。
　
この徳本行者の行実は、卷第七
二
の淨慧の聞き書きと比べると、特に幼
少期、だれが教えるともなく信心深かった点などが共通しており、仏教伝記の典型が見えて興味深い。それは、釈迦牟尼仏が誕生したとき「天上天下唯我独尊」と称し、聖徳太子が「二歳
（中略）
東に向ひて合掌し南無佛
と稱したまふ」
１
と伝えられているのと同じ型である。また、 『佛神
應錄』
卷第七
一
「觀世音童
ドウ
女ニヨ
ノ夢
ム
中ニ
屢
シバ〳〵
現ゲン
ジ玉フ事」にも、 「
ノ生
ナセル
麗レイ
質シツ
アリテ。
シカモ慈
ジ
悲ヒ
柔ニウ
和ワ
」であり「
稚
ヲサナキ
時トキ
ヨリ誰
タレ
教ヲシフル
トモナキニ常
ツネ
々〴 〵
密ヒソカ
ニ念佛シケリ」
という童女が登場する。童女は「年僅
ワヅカ
ニ十歳ニシテ。ヒトリ無常ヲ觀
クハン
ジテ
世ヲ厭
イトフ
コヽロ切
セツ
ナリ」とあるように、十歳にして既に無常を観じ世を厭う
心が強く、十一歳にして自らの死期を悟り、 「
曉
アカヅキ
方ガタ
母ニイトマゴヒシテ
端タン
坐ザ
合ガツ
掌シヤウ
シ正念スコシモミダレズ念佛ト共ニ消
キヱ
ヌ」という最期を迎えた。
童女の死後、仏壇の上に観音を表す梵字が現れる不思議な現象があったことから、 「觀音ノ
童ドウ
女ニヨ
身ジン
ト
化ケ
シ
來キタラ
セ玉ヒツヽ
埀スイ
應ワウ
結ケチ
緣エン
シテ人ヲシテ
哀アイ
慕バウ
無ム
常ジヤウ
ノ心ヲ發
ヲコサ
シムルナラン」と人々は噂しあったという。
　『佛神
應錄』における観音化身譚は、卷十五
四
「地藏菩
薩
ニ女子ヲ
祈イノリ
テ
乃
スナハチ
授サヅケ
玉フ事」にも見える。地蔵菩薩に祈ってやっと授かった女子は、
成長するにつれ「美
ウツクシ
ク賢
カシコ
サ。
言京
イハン
カタナシ」と評されるまでになった。しか
し十六歳にして自分の死期を悟り、 「唯
タヾ
願ネガフ
ベキハ。菩
ボ
提ダイ
ノ
衜ミチ
ニテ候ヘ」と
両親に告げると、間もなく「父毋ニムカヒ日
ヒ
ゴロノ深
ジン
恩ヲン
ヲ蒙
カフムリ
シ事
コト
ヲ。懇
ネンゴロ
ニ
謝シヤ
辞ジ
シテ。
睡ネフル
ガゴトク」亡くなった。後日、両親は、 「吁
アヽ
菩薩應
ワウ
化ケ
ノ大悲
ヒ
心。
現ゲン
ニ童
ドウ
女ニヨ
トナリ來
キタ
ラセ玉ヒ。先
マヅ
カレカ願
ネガヒ
ニ應
ワウ
シテ。マメヤカニ孝
ケウ
養ヤウ
ヲ盡
ツクシ
。
ツイニ無
ム
常ジヤウ
ヲ示
シメシ
テ。長
ナガク
菩ボ
提ダイ
ノ衜
ミチ
ニ入
イレ
玉フ」と語ったという。この物語の終
わりに、淨慧は中将姫や夢窓国師も「観音
ノ
啓マフシ
子ゴ
ナリ」と言われているこ
とに触れ、観音の生まれ変わりと言われる人々にはどのような特徴があるのかを分析している。それについて淨慧が引用する夢窓国師の言葉が分かりやすい。
亦マタ
夢ム
窓ソウ
國コク
師シ
ノ
曰ノ玉ハク
。佛神ニ
今イマ
ノ
世ヨ
ノ
事コト
ヲ
祈イノリ
求モトムル
ハ。タトヘバ
國コク
守シユ
ニ
紙カミ
壹イチ
枚マイ
シヨ
望マウ
ス
ルガゴトシ。何
ナンゾ
シヨ
領リヤウ
ヲ望
ノゾマ
ザランヤ。ナンゾ佛神ニ無
ム
上ジヤウ
菩ボ
提ダイ
ヲノゾマザルヤト。
　
すなわち淨慧は、観音の生まれ変わりとされる人は、神仏に現世の利益
を祈るのではなく、自分や身近な人の菩提を祈る点が共通していることを指摘している。また、その場合、短命である話が多い。先に紹介した『佛神
應錄』卷第七
二
の最後で淨慧は、 「
抑
ソモ〳〵
前マヱ
ニシルストコロノ妙淸童女
（卷
七
一
に登場する童女）
ト
及ヲヨビ
コノ
婦フ
女ノ
實ジツ
ニ觀音ノ
化ケ
身シン
ニテ
在ヲハサ
ハ。長命不老
ナルベキニ。
卻
カエツテ
早世ナルハナンゾヤ。 」という疑問を呈している。つまり、
「観音の化身であったら、長命不老であってもおかしくないのに、なぜ早世であるのか」を問うているのであるが、
二
の段階で淨慧は次のように解
釈している。
コレ
乃イマシ
幻ゲン
化ケ
無常ヲサトシ又
愛アイ
シ
慕シタフ
ノ心ヨリ
厭ヱン
離リ
ノ
思
ヒヲ
起ヲコサ
シメテ菩提ノ衜ニ
誘
イサナヒ
玉
フ是
コレ
短タン
壽ジユ
ヲ示
シメス
ユヘンナリ
（中略）
タトヘバコノ母ヒトヘニ只娘
ムスメ
ノ住
ヂウ
處シヨ
ニユカント
シテ一心ニ彌陀佛國ヲ欣
ゴン
求グ
スルガゴトキ是ナリ
　
つまり、父母に厭離穢土 求浄土の心持を起こさせて、菩提の道に誘う
行為は、諭す自らも短命でもかまわないから早く弥陀仏国へ行きた という考えが深まるため、それが早世につながるのではないか、それは卷七
二
の母親が娘の元に早く行きたいと願った気持ちと同じではないか、と解釈している。興味 いのは、これに対して、卷十五
四
では、観音の化身であ
ると紹介した夢窓國師は七十七歳まで生きたことから、
啓マフシ
子ゴ
ナルハ。
必
カナラズ
命メイ
ノ
短ミヂカキ
ト
云イフ
ニアラザル
證シヤウ
トスルノミ。各
ヲノ々
業ゴウ
縁エン
同ヲナジ
カラザレバ。
アハレミシタフ
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壽イノチナガクミヂカキコト
夭
モ
亦マタ
異コト
ナルコトアラン。蓋
ケダシ
思ヲモ
フニ菩
薩
ノ
子コ
ヲ
祈イノル
ニ
應ワウ
ズルヤ。時
ジ
機キ
ヲ
鑑カンガミ
業ゴウ
縁エン
ヲ察
ミソナハ
シテ。其
ソノ
宜ヨロシキ
ヲ與
アタフル
ナルベシ。是
コレ
利リ
益ヤク
モ亦
マタ
浅セン
深ジン
廣クワウ
挾ケウ
アルユヘンナリ
としており、観音の化身は短命とは限らず、各々の時機や業縁を鑑みて、寿命や利益も異なってくるのであろうと淨慧は推察している。淨慧は、各話ごとに、様々な文献を引用しながら、自らの解釈を付し、読者に分かりやすく話の趣旨を伝える努力をしている。時 して前後に矛盾す ような論旨にたどり着くこともあるが、その時々で自問自答しながら自分なり意味を消化して解説している点は、淨慧 生の息遣いを感じられて興味深く、またそれが『佛神
應錄』の魅力のひとつでもある。
　
最後に、淨慧が観音の生まれ変わりの例に挙げていた中将姫の伝説に触
れておきたい。当麻曼荼羅で有名な中将姫伝説は、女性を主人公とする仏教説話の白眉である。鎌倉時代に編まれた『古今著聞集』
2によると、中将
姫も「其性いさぎよくして、偏に人間の榮耀をかろしめて、只山木幽閑を忍び、終に當寺の蘭若をしめて彌陀 淨刹 のぞむ」とあっ 、生まれつき信心深かったのである。中将姫は童女のうちから「往生淨土 勤めねんごろ」で、つい は出家剃髪し ある時、一人 比丘尼
（仏の化身）
が
忽然として現れ「汝九品の敎主をみた まつらんと思はゞ 百駄 蓮莖を設べし。佛種綠より生ずる故也」と告げた。中将姫は歓喜して、このお告げを記して天皇に奏上したところ、天皇も叡感を垂れ、蓮 莖を用意するよう宣旨を下された。蓮の莖は瞬く間に集まり、仏の化身自ら蓮莖から糸を繰り出し、糸を五色 染め、見る人は皆感嘆し という。中将姫 、仏の化身が用意した五色の蓮の糸で、後に当麻曼荼羅と呼ばれる一丈五尺曼荼羅 織 あげた。姫は二十九歳で往生したが その際、来迎した阿弥陀如来が、織姫
（中将姫）
は「我左脇の弟子觀世音也」と述べたという。
この中将姫伝説ならびに『佛神
應錄』卷第七
一
、
二
、卷十五
四
の三人の
娘の話から、女性を主人公とする説話の場合 幼少期だれが教えるともなく信心深かった」という伝統的な話型に加え、①生まれつ 美 、大人びていて信心深く、②若くして死期を悟り、自分や身近な人 菩提 願いながら穏やかにこの世を去る、などの点 もっ 「観音の まれ変わり
である」とするもう一つの説話の型を見ることができる。

（大久保）
［注］
1　
 『本朝高僧伝』 「願雑十の一
・應化一」のうち「聖徳太子傳」 （ 「大日本仏教全書」
第一〇二冊所収） 。
2　
 『古今著聞集』 「巻第二
・釋敎第二」のうち「横佩大臣女當麻寺曼荼羅を織る事」
（岩波 典文学大系所収） 。
ジユ
　　　　
ヨウ
徳本上人御影
延命寺蔵　神奈川平塚市
中将姫御影
（宮島コレクション蔵）
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〔解
　　
題〕廓然法師のこと
　『佛神
應錄』前集卷第八
一
「洛陽西ノ岡母集女村ノ藥師靈驗ノ事」に
記された母集女村薬師堂の霊験は廓然法師の行状とともに以下のように語られている。　
尾州愛知郡山崎村の安泰寺に廓然法師という弟子僧がいた。人となり柔
和で菩提心のあ 人物だった。十六歳の時、萬治二年
（一六五九）
のある夜、
極楽世界の夢を見た。七宝の行樹・黄金の池・宮殿にいたるまで経説 少しも違わず、その広大な荘厳は心も詞も及ばないものであった。建物の傍らに岩があった。阿弥陀如来が現れ、 「この岩を知っているか。これはお前の本寺と同郡の笠覆寺 東表にある岩である。今宵浄土を夢見たことが虚妄ではなかった目印である。よく心に留めよ」とお告げになった。廓然は夢覚め夜の明けるや笠覆寺に詣で と、東面の庭に夢に見たと違わぬ岩があった。以来廓然はますます心強く信心に努めた。　
廓然法師には天性の才能があった。誰に教わらなくても仏像を造ること
ができた。ある時、洛西法道寺の住持に頼ま 大仏の仏頭を造った。その手際はすばやく一挺の蝋燭が消えるまでに造り上げたが、それは仏師が絶賛するほどの出来だった。また、兄弟子の山嶺上人に命じら て安泰寺に安置されている行基作の十一面観音像の欠失していた阿弥陀仏を刻んだ。寸法を測ることなく心のままに刻んだのだが、すべて相応しい出来だった。作風は荒々しい造りだったが、実はそれ 行基作 像の特徴 あった。廓然が作った数多の仏菩薩像もそうし 造りのもの 多かった。　
萬治三年
（一六六〇）
の春、廓然は山嶺上人の栖む洛陽西ノ岡母集女村
の法正寺に移住した。寺の本尊で秘仏の薬師如 は作者不詳だが、古 からその霊験は広く知られて た。二月中旬 廓然は夢を見た。七十歳ほどの気高い老僧が現れ、 「我は当寺の薬師仏で 汝に法を授けよう」と告げた。夢は次の晩も続き、三日目の晩には「授法と こ こ である」と舎利六粒を授けられた。夢覚めて掌を見るとえんどう豆ほど 赤・黄・白の三色の舎利が六粒あった。　
夢のお告げは本当であったのだ。廓然は何とも珍しい出来事だと思って
いると、数日後に再び夢に老僧が現れ、 「汝に舎利を授けるという奇瑞を起こしたが、信心するものがいまだ少ない。人々 信心 発させるためにもこの薬壺を授けよう。毎月八日の早朝より未の刻まで我 開帳し、弥陀の名号を唱えて諸人に縁を結ばせよ」と告げた。夢覚めると枕元に古風な壺が置かれて た。　
廓然はこの霊夢を村人に語って聞かせたが、しかし長く秘仏として祀っ
てきた村人たちは開帳をしようとしなかった。するとまた夢に老僧が現れ、「なぜ我を開帳しない。今だ我の言葉が信じられぬのならばその疑いをはらそう」と、さらに舎利を六粒授けられた この び 舎利はやや小さかったが色は前回と同様のものであった。授けられた舎利は十二粒となった。それは薬師如来の眷属十二大将や本誓十二大願に応ずる数であ 。この奇瑞を村人に聞かせると、村人はこれ以上疑うべきではないと三月八日に開帳した。すると貴賤によらず 々に かつてないほどの信心が発り、本尊に首を垂れた。　
開帳後、薬師如来は昼夜を問わず廓然に教示を垂れ、廓然も一層信仰に
励んだ。十九歳の頃には洛東禅林寺で浄土 教相を研鑽するなどして たが、寛文七年
（一六六七）
病に臥し、二十五歳で法正寺で往生した。
　
なお法正寺の秘仏薬師如来は扉を開いてみると持物の壺がなくなってい
たが、廓然が老僧から授けら た壺を奉ってみるとぴったりと符合した。この壺は本尊が手ずから廓然に授けられたものなので には伏せて自身が護持していた。しかし廓然没後その所在は不明である。壺 は素晴らしい効能利益があったと思われる故なんとも残念なことである。また舎利は尾州の安泰寺に伝わっており、法正寺の秘仏開帳 今も行われている。　
右の話で興味深いのは、淨慧が廓然をあたかも行基の再来のように伝え
ていることである。行基といえば東大寺建立 尽力した 知 れ、 『日本霊異記』をはじめとして種々の行基伝承が伝えられ、全国各地に残 行基建立寺院、行基作仏菩薩像の伝承は枚挙にいとまがない。その中の一つに『生馬山竹林寺縁起』
注
がある。僧寂滅が文暦二年
（一二三五）
に撰した
行基廟発掘の注進書であるが、廓然 話と共通点があるように思われる。右縁起の概略を示そう。
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天福二年
（一二三四）
六月二十四日酉の刻、僧慶恩に行基の託宣が下った。
「現世は末法であるが、今こそ正法が流布されるべきである。廟周辺の地を清め人民はこれを崇拝すべきである」と。これを受けた慶恩は「今は末法で、人々の信心は少ない。信心を発させるべく奇跡を起こしてほしい」と頼んだ。すると「墳墓の石塔中に仏舎利が二粒ある。二十六日に解体すべし」という。　
二十六日に行基墓の石塔を解体すると、託宣の通り確かに舎利二粒が発
見された。しかし石塔は近年に建てられたものなので人々の信頼を得るとはできなかった。そこで慶恩が起請 行うと、行基の母の託宣があった。「なぜ舎利を示したにも拘わらず疑心があるのか。和泉国大鳥郡の善光寺を訪ねよ。その堂の東と南の二面には池があり、南面 は浮橋 ある 堂の西より第二の柱の中に行基の記文がある。これを見出せ」と。そこで善光寺を訪れる 、寺 風情は託宣 通りであったが、堂が朽損し記文を見出すことができなかった。　
その後、十二月二十五日酉の刻に慶恩の庵から出た白煙が行基廟を覆う
という奇瑞が起こった。翌文暦二年
（一二三五）
八月十一日、再度行基よ
り託宣が下った。 「今月の 十五日に廟を開き疑心を晴らせ」と。同月二十一日に慶恩らは僧寂滅の庵を訪ね開廟するべきか相談すると、寂滅は奏聞を経るべきであろうという。しかし奏聞を得るより先に託宣の指定した日が来てしまった。たび重なる奇瑞に感化 近隣住民の意志によって八月二十五日に廟が開かれ そこには八角の石筒があり、中 二重 銅筒が納められ、さら その内側の筒には「行基菩薩遺身舎利の瓶なり」という銘が刻まれた銀板を付けた水瓶があ これが機縁となって、石塔のみであった行基廟に竹林寺の伽藍が建設されることとなっ　
以上が『生馬山竹林寺縁起』の概要であるが、これと廓然の話の共通点
を探って たい。　
まず、薬師像開帳と行基墓発掘に至る経緯について いずれも本人
（薬
師如来・行基）
から特定の僧
（廓然・慶恩）
に託宣があり、人々に信仰心を
発すよう働きかけがあり、奇瑞
（舎利）
が起きる。しかし容易に人々は信
じない。 すると重ね 奇瑞が起き、 託宣が繰り返し告げられ 。 する 人々
も次第にこれを受け入れ、その結果開帳・発掘が行われる。こうした経緯が共通し、さらに日時の指定があること、事後法正寺では開帳が恒例化し、行基廟には竹林寺が建立されて存続すること、すなわち仏教信仰が高まり続いているとする点が共通する。さらにいえば 法正寺の秘仏にしても行基廟にしても、全く忘れ去られた存在というわけではなく、人々にあ 程度身近なものとして存在していたも であって、しかも本来なら人々の目にさらされるべきではない秘仏や廟が開陳されてい である。　
以上の諸点を考えてみると、廓然の話は行基舎利の発見譚の流れの中に
あるもののように思われる。周知のように、中世において行基信仰は行基舎利の発掘を契機として近畿地方で復興する 、近世におい はそれがさらに広がっていたことを廓然の話は示しているように思われる。おそらく淨慧が廓然に行基の再来を見たのは、二人には作 聖の性格があり、またともに舎利という共通項が存したことによ も であったと推量される。なお「洛陽西ノ岡母集女村ノ藥師靈驗ノ事」に登場する 院は真言宗の笠覆寺を除いて、安泰寺・法道寺・法正寺・禅林寺はいずれも浄土宗寺院あって、当時、西ノ岡母集村周辺の浄土宗寺院と淨慧の属 黄檗宗には交流が存したものと思われる。しかし廓然が止住し没した法正寺は今は伝わらない。

（塚本）
注
　
 中尾良藏氏著『竹林寺の歴史─行基・忍性・円照たち』 （改訂増補版。二〇〇六年九月、律宗戒学院）所収に拠る。
〔翻刻凡例〕一、昭和女子大学図書館蔵『佛神
應錄』前集八卷八冊本を底本とした。
一、
 可能なかぎり原文の表記を尊重し、明らかな誤刻もそのまま翻刻し が、 「ヿ」（コト）等の合字は通行の表記に改め、摺墨の濃淡等による判読不能の文字は字数分の空格（□）を置いた。
一、半丁ごとに丁数を示し、各話末行と次話題との間に空行を置いた。
